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モーツァルト巡礼－その２０ 

K.518 水谷康男  

 

今号では、K576 から始めます。 

K576 は、ピアノ・ソナタ第 18 番 ニ長調 です。モーツァルトが 1791 年に亡くなる前、1789 年に作曲した最後

のピアノ・ソナタです。冒頭のファンファーレ風の主題の由来から、「狩」「トランペット・ソナタ」などの愛称で呼ば

れることもあります。演奏時間 15 分程の作品です。 

 第 1 楽章 Allegro（ニ長調）、力強く晴れやかな開始。両手がユニゾンで奏でる「狩の合図」のような主題が印

象的です。モーツァルト晩年らしい緻密な対位法が随所に現れます。 第 2 楽章は、Adagio（イ長調）で、深い

歌心を持つ緩徐楽章で、美しい旋律と繊細な和声変化が特徴で、晩年作品特有の静かな陰影があります。  

第 3 楽章は、Allegretto（ニ長調）で、ロンド風の終楽章。軽快で優雅ですが、演奏には高度な指の独立と明晰

な音楽づくりが求められます。 若い頃の華やかさ・円熟期の豊かな歌心・晩年の知的な構成感が見事に融合

しており、「モーツァルト最後のソナタ」にふさわしい傑作とされています。 

モーツァルトの手紙では、「ぼくは今お金を得るために、優しいピアノ・ソナタを作曲中」と友人に書いているので

すが、実際に出来上がったのは、最後を飾るにふさわしい傑作なのが、さすがモーツァルトといえましょう。 

 

K577 は、ソプラノのためのアリア「わがあこがれのいとしい人よ」で、1789 年に作曲されました。この曲はもとも

と独立した演奏会用アリアとして知られていますが、1789 年の《フィガロの結婚》ウィーン再演の際、スザンナ役

のために追加された代替アリアと考えられています。第 4 幕の有名なアリア「とうとうその時が来たわ（Deh, vieni, 

non tardar）」の代わりに歌われることを想定して書かれました。当時人気の高かったソプラノ歌手 フランチェス

カ・アドリアーナ・ガブリエリ （フェッラレーゼ・デル・ベーネ）のために作曲したとされています。 

 

 K578 は、ソプラノとオーケストラのための演奏会用アリア「尊大な魂と気高い心は」、1789 年 8 月に作曲された。

歌詞では、理想的な高潔さや徳を称え、相手への敬愛や感謝を表現し、オペラの劇的な場面というより、貴族的

な気品と優雅さを備えた称賛のアリアです。 

 

 K579 は、独唱（ソプラノ）とピアノ伴奏で演奏される アリエッタ 「喜びに胸はときめき」で、1790 年に作曲され

たイタリア語の歌曲（アリエッタ）です。モーツァルト晩年の歌曲集に含まれる作品で、オペラ・アリアほど大規模

ではありませんが、簡潔な中にモーツァルトらしい優雅さと歌心が凝縮されています。 

 なお、K.577・K.578・K.579 はいずれもモーツァルト晩年のイタリア歌曲として並べて演奏されることが多く、続

けて聴くと、晩年モーツァルトの繊細な歌曲世界を味わえます。 

 

 K580 は、ソプラノ・アリア 「優しい春は胸にときめき」で、モーツァルト晩年の作品群に属しますが、実は未完の

作品として知られています。《魔笛》の夜の女王役を初演したヨゼファ・ホーファーの超絶技巧を想定して書かれ

たと考えられており、そのため、モーツァルトのコンサート・アリアの中でも非常に技巧的な作品の一つとなってお

り、エディタ・グルベローヴァ、スミ・ジョー、エッダ・モーザーなどの録音があり、いずれもモーツァルトの華麗なコ

ロラトゥーラを堪能できる名演として知られています。 

 

 K581 は、大好きな（有名な）クラリネット五重奏曲 イ長調、 親友で名手のクラリネット奏者 アントン・シュタード

ラー のために作曲された唯一のクラリネット五重奏曲です。丁度 1 週間前に、名古屋ウィーン・クラブ主催の室

内楽コンサートで、取り上げられたばかりの新鮮な思い出をも記憶に残る名曲です。編成は、クラリネット、第 1 ヴ

ァイオリン、第 2 ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロで、もともとは、通常のクラリネットより低音域が広い「バセット・クラリ
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ネット」のために書かれたと考えられています。第 1 楽章 Allegro：穏やかで優美な主題で始まります。クラリネッ

トが弦楽四重奏と対等に対話しながら、伸びやかで気品ある音楽を展開します。モーツァルト後期の円熟した室

内楽の典型です。第 2 楽章 Larghetto 全曲中もっとも有名な楽章。クラリネットがまるでオペラのアリアを歌うよう

に、美しく静かな旋律を奏でます。天上の音楽とも称される名旋

律です。第 3 楽章 Menuetto 優雅なメヌエット。二つのトリオが置

かれ、特に第 1 トリオではクラリネットが牧歌的な魅力を発揮しま

す。第 4 楽章 Allegretto con variazioni 主題と変奏。明るく親し

みやすい主題がさまざまな表情に変化し、最後は静かで深い余

韻が、得も言われぬ幸福感を残して終わります。 

（左の写真は 60 年来の愛聴盤 Jacques Lancelot（クラリネット）＋Quatuor 

Barchet（バルヒェット弦楽四重奏団） 1959 年録音） 

 

 K582 は、ソプラノのためのアリア「誰が知ろう、何が心配で」です。

この作品は、スペイン生まれの作曲家 Vicente Martín y Soler の

オペラ《Il burbero di buon cuore（気むずかしい善人）》再演のため

にモーツァルトが書いた「挿入アリア（Einlagearie）」です。劇中のルチッラ役のために追加されました。1789 年は

クラリネット五重奏曲 K.581 が書かれた年でもあり、クラリネットを含む木管楽器の柔らかな響きの上に、ソプラノ

と木管との親密な対話が、印象的です。 

 

K583 は、前曲と同じく、ソプラノのためのアリア「私は行く、だがどこへ？」です。前曲の K582「誰が知ろう、何

が心配で」と対をなす作品で、スペイン出身の人気オペラ作曲家 Vicente Martín y Soler のオペラ《Il burbero 

di buon cuore（気むずかしい善人）》の再演のために、モーツァルトが追加で作曲した挿入アリアの一つです。特

にクラリネットの柔らかな音色が、主人公のためらいや愛情を美しく彩っています。 

 

K584 は、バスのためのアリア「あの人を見よ」です。これはオペラ《コジ・ファン・トゥッテ》のために 1789 年に作

曲されましたが、最終的には上演版から削除されました。歌うのはグリエルモで、恋人たちの貞節を試す場面で、

自分の友人フェランドの魅力を女性たちに売り込むという、ユーモラスで機知に富んだ内容です。このアリアは

非常に長大で技巧的であったためか、モーツァルトは後に短いアリア 「女たちよ、あなた方はわかっていない

（Non siate ritrosi）」 に差し替えました。そのため K.584 は長い間忘れられていましたが、現在では演奏会や

録音でしばしば取り上げられます。 

 

 K585 は、1789 年 12 月にウィーンで作曲された管弦楽のためのメヌエット舞曲集です。翌 1790 年の宮廷舞踏

会（カーニヴァルの舞踏会）で演奏するために書かれた作品で、同時期の 次の《12 のドイツ舞曲》K.586 と対を

なしています。原曲は比較的大きな舞踏会用オーケストラのために書かれました。フルート 2（うち 1 本はピッコロ

持替）、オーボエ・クラリネット・ファゴット・ホルン・トランペット各 2 本、ティンパニ、弦楽器群という華やかな編成

です。各曲の調性は、1：ニ長調、2：ヘ長調、3：変ホ長調、4：変ロ長調、5：ト長調、6：ハ長調、7：イ長調、8：ヘ長

調、9：変ロ長調、10:変ホ長調、11：ト長調、12：ニ長調の 12 曲よりなり、舞踏会用の実用音楽でありながら、モー

ツァルトならではの優雅さと洗練を備えています。各曲は 2 分前後の短いメヌエットで、明快な旋律と色彩豊かな

管弦楽法、舞曲としての機能を保ちながらも、単なる伴奏音楽を超えた芸術性、晩年の円熟した作曲技法が随

所に見られます。特に第 1 番と第 12 番のニ長調のメヌエットは、祝祭的なトランペットとティンパニの響きが印象

的です。おすすめの録音としては、Willi Boskovsky 指揮、ウィーン・モーツァルト合奏団 による録音で、ウィー

ン風の優雅な舞曲の魅力をよく伝えています。 
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K586 は、1789 年 12 月にウィーンで作曲された管弦楽のためのドイツ舞曲集です。フルート 2（うち 1 本はピッ

コロ持替）、オーボエ・クラリネット・ファゴット・ホルン・トランペット各 2 本、ティンパニ、弦楽器群という華やかな編

成です。前述のように、K585 と対をなしており、全部が長調で書かれております。K.585：宮廷風で端正なメヌエ

ット 、K.586：より庶民的で活気のあるドイツ舞曲という対照が見られます。 

 

 K587 は、コントルダンス 「勇士コーブルクの勝利」 1789 年 12 月にこの前の 2 つの舞曲集に続く、宮廷舞踏

会のための作品です。この曲は、オーストリア軍司令官の フリードリヒ・ヨシアス・フォン・コーブルク＝ザールフェ

ルト が、1789 年 9 月 22 日に現在のルーマニアのマルティネシュティ付近でオスマン帝国軍を破った戦勝を祝

って作曲されたと考えられています。軍楽的な旋律や勝利を称える雰囲気が盛り込まれた、2 分弱の勇ましいマ

ーチです。 

 

 K588 は、オペラ・ブッファ 「コジ・ファン・トゥッ

テ」 です。作曲：ヴォルフガング・アマデウス・モ

ーツァルト、台本：ロレンツォ・ダ・ポンテ、作曲年：

1789～1790 年、初演：1790 年 1 月 26 日、ブルク

劇場です。 

モーツァルトとダ・ポンテによる三大イタリア・オペ

ラ フィガロの結婚・ドン・ジョヴァンニ の最後を飾

る作品です。ストーリー的には、終わり良ければめでたし といった、軽い内容ですが、モーツァルティアンにとっ

ては、珠玉のアリア・二重奏、四重奏など魅力がいっぱいの傑作で、聴けば（観れば）聴くほど（観るほど）その魅

力に取りつかれる、傑作といえましょう。 

 

 K589 は、弦楽四重奏曲 第 22 番 変ロ長調で、1790 年 5 月に完成した作品で、いわゆる「プロイセン王四重

奏曲」3 部作（K.575、K.589、K.590）の第 2 作です。チェロ愛好家だったプロイセン王フリードリヒ・ヴィルヘルム

2 世のために書かれたと考えられており、チェロが通常以上に重要な役割を担っています。第 1 楽章 Allegro 

変ロ長調。明るく優雅な主題で始まり、4 声部が対等に会話を交わします。特にチェロがしばしば旋律を受け持

ち、王への配慮が感じられます。 第 2 楽章 Larghetto 変ホ長調。モーツァルト晩年特有の深い抒情性をもつ

緩徐楽章です。静かな歌が途切れることなく流れ、クラリネット五重奏曲 K.581 を思わせる透明感があります。 

第 3 楽章 Menuetto 宮廷舞曲らしい優雅さを保ちながら、声部の絡み合いが非常に精巧です。トリオでは親密

な室内楽的対話が聴かれます。 第 4 楽章 Allegro assai 快活で機知に富んだ終楽章。対位法的な書法と軽

やかなユーモアが融合し、晩年のモーツァルトらしい洗練を示しています。「ハイドン・セット」の重厚さよりも、より
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柔らかく円熟した響き、各声部が平等に活躍する理想的なアンサンブル、特に第 2 楽章の気品ある美しさ、チェ

ロの旋律的な活躍。チェロ好きには見逃せない作品となっております。 

 

 K590 は、弦楽四重奏曲 第 23 番 ヘ長調で、1790 年 6 月に完成した最後の弦楽四重奏曲で、晩年の「プロ

イセン四重奏曲」3 部作（K.575、K.589、K.590）の掉尾を飾る作品です。モーツァルトが亡くなる約 1 年半前に

書かれた、室内楽創作の到達点の一つとされています。この作品は、チェロ愛好家として知られた Frederick 

William II（プロイセン国王）のために構想された四重奏曲群の最後の作品です。そのため、通常の古典派四重

奏曲よりもチェロ声部が非常に活躍し、しばしば旋律を主導します。第 1 楽章 Allegro moderato（ヘ長調） 穏

やかで洗練された主題によるソナタ形式。各声部が対等に会話しながら進む円熟した書法が特徴で、 第 2 楽

章 Andante（ハ長調） 静かな瞑想を思わせる深みのある緩徐楽章、晩年モーツァルト特有の透明感と陰影が

感じられます。第 3 楽章 Menuetto: Allegretto 優雅なメヌエットですが、和声には大胆な半音階的進行が現れ

ます。古典的な舞曲の枠を超えた表現力が魅力です。第 4 楽章 Allegro 軽快な主題で始まりますが、展開部

では驚くほど鋭い和声や不安定なリズムが現れます。この楽章の独特な緊張感は、モーツァルト晩年の新しい

表現世界を予感させるものとして高く評価されています。全曲を通して、チェロの豊かな歌心、4 声部の完璧な

均衡、晩年作品ならではの静かな深み、終楽章に現れる未来的ともいえる和声感覚は、ハイドン四重奏曲群

（K.387〜K.465）の劇的な個性に比べると控えめですが、K.590 には老成した円熟と内面的な美しさがあります。

特に第 2 楽章の静謐さと終楽章の不思議な緊張感は、モーツァルト最晩年の《クラリネット五重奏曲》K.581 や

《レクイエム》へ通じる精神世界を感じさせます。 

 

 K.591 は、モーツァルト自身のオラトリオではなく、バロックの大作曲家 ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル のオ

ラトリオ 《アレグザンダーの饗宴（Alexander's Feast）》 を、モーツァルトが編曲・改訂した作品です。1780 年代

後半のウィーンでは、ヘンデルのオラトリオを再評価する動きがあり、モーツァルトは貴族・音楽愛好家の ゴット

フリート・ファン・スヴィーテン の依頼で、いくつかのヘンデル作品を現代風に編曲しました。K.591 もその一つ

です。原作は 1736 年に作曲されたヘンデルのオラトリオで、古代マケドニアの王 アレクサンドロス大王 の宴席

を題材としています。吟遊詩人ティモテウスの音楽が王の感情を操り、歓喜・愛情・復讐心へと導いていく様子が

描かれます。 モーツァルトの編曲の特徴：クラリネットを含む当時のウィーン風オーケストラへ拡張・木管楽器群

を充実させ、音色を豊かにした・ヘンデルの骨格を尊重しながら古典派的な響きに改めています。 

 

 K592 は、《聖チェチーリアの祝日のための頌歌》（Ode for St. Cecilia's Day）で、ヘンデルのオード 《Ode for 

St. Cecilia's Day》HWV 76 をモーツァルトが編曲した作品です。1790 年 7 月、ウィーンの音楽愛好家でパトロン

だった ゴットフリート・ファン・スヴィーテン の依頼により、同時期の 《アレクサンダーの饗宴》K.591 とともに編

曲されました。作品の背景： 聖チェチーリアは音楽家の守護聖人です。原作は 1739 年に ゲオルク・フリードリ

ヒ・ヘンデル が作曲した祝典的カンタータで、詩は英国の詩人 ジョン・ドライデン によるものです。音楽の力に

よって宇宙が創造され、人間の感情が動かされるという壮大な思想が歌われます。 

 

以降、次号に続きます。 ※なお、前号より ChatGPT の力も利用していることをお断りいたします。 


